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（
1
）
に
つ
い
て 

お
尋
ね
の
調
査
結
果
の
公
表
に
要
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を

行
っ
て
い
る
約
四
千
百
の
市
町
村
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
一

部
事
務
組
合
か
ら
報
告
さ
れ
た
数
値
を
集
計
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
産
業
廃
棄
物
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
を

排
出
す
る
事
業
所
の
う
ち
調
査
対
象
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
も
の
か
ら
報
告
さ
れ
た
数
値
を
都
道
府
県
に
お
い
て
集
計
し
た
上

で
都
道
府
県
及
び
厚
生
省
に
お
い
て
他
の
統
計
調
査
を
利
用
し
て
全
体
の
数
値
を
推
計
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
結
果

を
取
り
ま
と
め
、
前
年
の
数
値
と
の
比
較
等
の
精
査
を
行
っ
た
上
で
調
査
結
果
と
し
て
公
表
す
る
に
は
、
従
来
二
年
六
月
程

度
の
期
間
を
要
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
厚
生
省
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
調
査
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
観
点
か 

 

ら
、
産
業
廃
棄
物
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
分
に
係
る
調
査
か
ら
調
査
項
目
の
簡
略
化
等
の
効
率
化
を
図
り
、
平

成
八
年
度
分
は
本
年
二
月
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
般
廃
棄
物
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
分
に
係
る
一
般

廃
棄
物
の
う
ち
ご
み
の
排
出
量
及
び
処
理
状
況
等
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
速
報
値
を
本
年
二
月
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ 

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
君
提
出
廃
棄
物
問
題
全
般
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

 



 

（
2
）
に
つ
い
て 

る
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
調
査
の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
状

況
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
分
に
係
る
調
査
か
ら
、
当
該
年
度
の
終
了
後
一
年
程
度
で
公
表
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
更
に
調
査
項
目
の
簡
略
化
等
に
よ
り
調
査
結
果
を
速
や
か
に
公
表
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。 

御
指
摘
の
「
産
業
廃
棄
物
の
排
出
及
び
処
理
状
況
等
に
つ
い
て
」
で
公
表
し
て
い
る
「
残
余
年
数
」
は
、
最
終
処
分
量
に

対
す
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量
の
ひ
っ
迫
の
程
度
に
つ
い
て
、
そ
の
推
移
、
地
域
的
な
偏
り
の
程
度
等
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
あ
る
年
度
に
お
け
る
最
終
処
分
量
と
当
該
年
度
末
の
最
終
処
分
場
の
残
存
容
量
を
比
較
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
後
に
設
置
さ
れ
る
予
定
の
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
残
余
年
数
」
に

よ
っ
て
最
終
処
分
場
の
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

最
終
処
分
場
の
整
備
に
関
す
る
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
安
全
性
に
対
す
る
住
民
の
不
信

感
等
に
よ
り
新
た
な
処
理
施
設
の
設
置
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
平
成
九
年
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。
）
の
改
正
に
お
い
て
、
処
理
施
設
の
設
置 

二 

 



 

（
3
）
に
つ
い
て 

手
続
の
明
確
化
、
処
理
施
設
の
構
造
基
準
及
び
維
持
管
理
基
準
の
強
化
等
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

住
民
の
不
信
感
の
払
し
ょ
く
を
図
り
、
処
理
施
設
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
五

条
の
五
第
一
項
に
基
づ
き
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
建
設
及
び
改
良
、
維
持
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
廃
棄
物
処
理
セ
ン

タ
ー
を
指
定
し
て
都
道
府
県
等
の
関
与
に
よ
る
処
理
施
設
の
整
備
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る

特
定
施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
効
率
的
か

つ
適
正
に
行
う
施
設
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
、
生
活
環
境
審
議
会
に
お
い
て
安
全

で
適
正
な
処
理
施
設
の
整
備
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
及
び
運
営
に
対
す
る
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
関
与
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
検
討
結
果
を
踏
ま
え
適
切

に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

御
指
摘
の
試
算
資
料
は
、
平
成
四
年
度
ま
で
の
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
新
規
立
地
件
数
が
減
少
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
減
少
の
傾
向
が
そ
の
ま
ま
継
続
し
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
量
が
同
年
度
の
実
績
と
同
じ
水

準
で
推
移
す
る
と
仮
定
し
て
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
残
余
年
数
の
見
通
し
を
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三 

 



 

（
4
）
に
つ
い
て 

そ
の
中
で
通
商
産
業
省
所
管
の
主
要
二
十
一
業
種
の
約
五
十
の
業
界
団
体
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
、
減
量
化 

量
、
リ
サ
イ
ク
ル
量
及
び
最
終
処
分
量
に
つ
い
て
、
平
成
十
二
年
度
の
数
値
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
最
終
処
分
量
に
つ
い

て
は
、
平
成
八
年
度
の
実
績
で
あ
る
九
百
九
十
七
万
ト
ン
に
対
し
て
平
成
十
二
年
度
に
は
七
百
五
十
四
万
ト
ン
に
削
減
（
削

減
率
約
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
す
る
と
の
目
標
を
立
て
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
目
標
の
作
成
に
当
た
り
、
御

指
摘
の
よ
う
に
厚
生
省
の
試
算
と
の
間
で
の
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。 

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
ひ
っ
迫
に
伴
い
産
業
廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と

の
認
識
に
基
づ
き
、
産
業
構
造
審
議
会
廃
棄
物
処
理
・
再
資
源
化
部
会
企
画
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成
九
年
六
月
か 

 

ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
産
業
廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
数
値
目
標
の
設
定
、
排
出
事

業
者
が
守
る
べ
き
適
正
処
理
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
十
年
七
月
十
七
日
に
こ
れ

を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

目
標
年
次
で
あ
る
平
成
十
二
年
度
以
降
も
、
最
終
処
分
場
の
ひ
っ
迫
に
対
処
し
、
循
環
型
経
済
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、

関
係
省
庁
間
で
連
携
を
取
り
つ
つ
、
引
き
続
き
産
業
廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 



 

（
5
）
に
つ
い
て 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
。
以
下
「
バ
ー
ゼ
ル
法
」
と
い 

 

う
。
）
に
お
い
て
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
国
境
を
越
え
る
移
動
を
規
制
す
る
観
点
か
ら
、
バ
ー
ゼ
ル
法
第
二
条
第
一
項 

 

に
お
い
て
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
（
平
成
五
年
条
約
第
七 

号
）
の
附
属
書
を
引
用
し
て
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
定
義
し
て
お
り
、
輸
出
入
を
行
お
う
と
す
る
物
が
特
定
有
害
廃
棄
物
等

に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
輸
出
入
の
承
認
の
際
に
、
同
項
に
掲
げ
た
物
に
該
当
す
る
か
を
判
断
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
廃
棄
物
処
理
法
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
適
正
処
理
の
観
点
か
ら
、
廃
棄
物
処
理
法

第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
廃
棄
物
を
定
義
し
て
お
り
、
輸
出
入
を
行
お
う
と
す
る
物
が
廃
棄
物
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
輸
出
の
確
認
又
は
輸
入
の
許
可
の
際
に
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
有
価
物
又
は
無
価
物
の
い
ず
れ
の
形
態
に

よ
り
取
引
さ
れ
て
い
る
か
に
着
目
し
て
判
断
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

バ
ー
ゼ
ル
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
当
た
る
と
と
も
に
廃
棄
物
処
理
法
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
廃
棄
物
に
当
た
る
物
に
つ
い
て
輸
出
入
を
行
う
場
合
に
は
、
バ
ー
ゼ
ル
法
及
び
廃
棄
物
処
理
法
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

観
点
か
ら
対
象
を
定
め
て
許
可
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
が
必
要
と
な
る
が
、
輸
出
入
の 
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六 

許
可
等
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
関
係
省
庁
間
で
連
携
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
用
面
で
困
難
は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と

考
え
る
。 


